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「
三
子
追
福
之
碑
」
に
つ
い
て

整
理
番
号

題
額

題
額
揮
毫

碑
記
撰
文

碑
記
揮
毫

浦
和
○
四

三
子
追
福
之
碑

藤
沢
雄
風

岡
本
定

藤
沢
雄
風

鐫
刻

撰
文
建
碑
年

住
所

場
所

備
考

長
谷
川
慶
次
郎

一
八
八
二
・
明
治
一
五

浦
和
区
岸
町

調
公
園

一
．
は
じ
め
に

本
石
碑
は
、
埼
玉
県
中
学
師
範
学
校
の
同
級
生
三
名
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
悼
み
、
学
生
の
発
案
で
作

ら
れ
た
慰
霊
の
碑
で
あ
る
。
手
習
い
師
匠
を
顕
彰
し
た
筆
子
塚
・
筆
子
塔
や
、
名
士
顕
学
を
顕
彰
し
た
石

碑
は
数
多
く
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
が
嘱
望
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
ま
だ
何
事
も
な
し
て
い
な
い
ご
く
普

通
の
学
生
を
悼
む
碑
は
珍
し
い
。

明
治
五
年
の
改
正
局
か
ら
始
ま
っ
た
埼
玉
の
師
範
教
育
は
、
同
年
に
、
岸
村
に
新
校
舎
を
建
て
て
入
っ

た
埼
玉
県
立
の
師
範
学
校
か
ら
本
格
化
し
た
。
同
十
一
年
の
明
治
天
皇
の
行
幸
を
契
機
と
し
て
稲
荷
丸
の

地
に
鳳
翔
閣
が
建
て
ら
れ
る
と
、
県
立
学
校
は
小
学
師
範
・
中
学
師
範
・
医
学
校
の
三
校
に
分
か
れ
、
小

学
師
範
は
新
設
の
鳳
翔
閣
を
、
中
学
師
範
は
元
の
岸
村
の
校
舎
を
使
用
す
る
こ
と
と
な
る
。
同
十
二
年
に

中
学
師
範
は
埼
玉
県
立
中
学
師
範
学
校
と
改
称
さ
れ
、
新
た
に
生
徒
の
募
集
を
開
始
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

県
立
の
中
学
師
範
学
校
は
文
部
省
の
認
め
る
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
同
十
五

年
六
月
を
も
っ
て
、
中
学
師
範
学
校
は
小
学
師
範
学
校
に
合
併
さ
れ
、
姿
を
消
す
こ
と
に
な
っ
た
。
埼
玉

大
学
教
育
学
部
同
窓
会
（
教
友
会
）
発
行
の
「
会
員
名
簿
」
に
は
、
中
学
科
卒
業
と
し
て
、
明
治
十
五
年

か
ら
十
九
年
の
五
年
間
（
二
十
年
が
ひ
と
り
だ
け
）
の
名
簿
が
残
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

こ
の
碑
文
に
登
場
す
る
も
の
た
ち
は
、
中
学
師
範
学
校
の
一
期
生
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
建
碑
が
同
十
五
年
五
月
で
、
中
学
師
範
学
校
の
合
併
消
滅
が
同
年
の
六
月
で
あ
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
中
学
師
範
の
最
後
を
飾
る
活
動
と
し
て
建
碑
が
は
か
ら
れ
、
碑
文
の
か
た
ち
で
中
学
師
範
の
存
在

を
残
そ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

日
本
陸
軍
参
謀
本
部
陸
地
測
量
部
は
、
全
国
的
な
基
本
測
量
の
実
施
に
先
立
ち
、
関
東
平
野
の
ほ
ぼ
全

域
と
房
総
・
三
浦
半
島
に
つ
い
て
、
明
治
十
年
代
に
「
第
一
軍
管
地
方
二
万
分
一
迅
速
測
図
原
図
」
を
作

成
し
た
。
「
フ
ラ
ン
ス
式
迅
速
則
図
」
と
略
称
さ
れ
る
こ
の
地
図
は
、
お
お
む
ね
二
万
分
一
で
あ
る
が
、

重
要
な
市
街
地
な
ど
は
五
千
分
一
で
作
成
さ
れ
て
い
る
。
「
浦
和
駅
」
も
五
千
分
一
図
が
作
成
さ
れ
て
お

り
、
図
２
は
そ
の
一
部
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
県
庁
の
東
、
現
埼
玉
会
館
あ
た
り
に
「
小
学
師
範
学
校
」
、

そ
の
南
の
現
東
和
銀
行
の
地
に
「
中
学
師
範
学
校
」
、
更
に
南
の
調
神
社
向
か
い
や
や
南
に
「
埼
玉
県
立

病
院
」
が
見
え
る
。

石
碑
は
横
長
の
長
方
形
で
、
正
面
は
平
ら
だ
が
、
裏
面
は
丸
み
が
残
る
。
碑
文
は
正
面
で
、
裏
面
に
は
、

建
碑
に
関
わ
っ
た
、
師
範
生
の
名
前
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。
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【
図
１
】
石
碑
写
真

【
図
２
】
小
学
師
範
学
校
、
中
学
師
範
学
校
（
及
び
県
立
病
院
）
の
記
載
が
あ
る
フ
ラ
ン
ス
式
地
図
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二
．
翻
刻
並
び
に
訳
注

（
表
面
）

■
翻
刻

◎
題
額

三
子

追
福

之
碑

◎
碑
記

億
玉
縣
中
學
師
範
學
校
長
補
木
原
元
禮
篆
額

嗚
呼
三
子
逝
矣
切
諰
之
言
不
可
復
聞
吾
儕
將
以
何

進
德
成
業
吾
儕
與
三
子
以
明
治
己
卯
應
本
縣
中
學

師
範
科
之
募
就
試
中
選
同
窻
切
劘
親
過
骨
肉
相
勗

以
道
義
出
入
起
居
莫
不
與
倶
而
今
己
矣
悲
哉
衆
泣

相
謂
曰
三
子
既
各
歸
葬
其
郷
惟
其
好
學
之
篤
交
情

之
切
非
佗
人
所
得
而
比
念
其
神
或
将
伴
風
霜
戀
落

月
彷
遑
寒
煙
衰
草
之
間
而
不
能
去
歟
乃
議
建
碑
於

麗
和
公
園
慰
其
靈
以
伸
追
慕
之
心
焉
於
是
教
員
校

吏
校
友
諸
子
聞
而
義
之
各
寄
金
若
干
以
助
其
費
三

子
為
誰
曰
柳
瀬
三
之
助
埼
玉
郡
人
樸
茂
勉
學
人
期

其
有
成
辛
巳
四
月
七
日
病
歿
麗
和
病
院
年
十
九
曰

大
塚
敎
行
舊
笠
間
藩
士
聰
敏
而
篤
摯
夙
以
文
章
稱

最
為
衆
所
推
三
月
某
日
疾
作
六
月
十
日
歿
黌
舎
年

二
十
三
自
初
疾
至
死
交
友
看
護
靡
不
至
亦
可
以
見

其
為
人
曰
松
本
與
近
舊
川
越
藩
士
爲
人
温
厚
善
數

術
八
月
二
十
九
日
病
歿
于
家
少
教
行
一
歳
銘
曰

形
魄
歸
地

䰟
豈
無
知

形
藏
各
地

魂
尚
樂
茲

親
朋
祭
爾

來
饗
來
嬉

朙
治
十
五
年
龍
集
壬
午
五
月

億
玉
縣
中
學
師
範
生
岡
本
定
撰

億
玉
縣
十
等
屬
藤
澤
雄
風
書

長
谷
川
慶
次
郎
鐫
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●
異
体
字
な
ど

○
億

埼
。

○
窻

窓
。

○
己

已
に
同
じ
。

○
聰

聡
。

○
䰟

魂
。

○
朙

明
。

■
訳
注

●
本
文
（
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
と
し
、
一
行
毎
に
改
行
し
た
）

埼
玉
縣
中
學
師
範
學
校
長
補
木
原
元
禮
篆
額
。

嗚
呼
、
三
子
逝
矣
。

切
諰
之
、
言
不
可
復
聞
。

吾
儕
、
將
以
何
進
德
成
業
。

吾
儕
、
與
三
子
、
以
明
治
己
卯
、
應
本
縣
中
學
師
範
科
之
募
、
就
試
、
中
選
。

同
窓
切
劘
、
親
過
骨
肉
、
相
勗
以
道
義
、
出
入
起
居
、
莫
不
與
倶
。

而
今
已
矣
。
悲
哉
。

衆
泣
、
相
謂
曰
、

三
子
既
各
歸
葬
其
郷
。

惟
其
好
學
之
篤
、
交
情
之
切
、
非
佗
人
所
得
。

而
比
念
其
神
、
或
將
伴
風
霜
、
戀
落
月
、
彷
遑
寒
煙
衰
草
之
間
、
而
不
能
去
歟
。

乃
議
建
碑
於
麗
和
公
園
、
慰
其
靈
、
以
伸
追
慕
之
心
焉
。

於
是
、
教
員
校
吏
校
友
諸
子
、
聞
而
義
之
、
各
寄
金
若
干
、
以
助
其
費
。

三
子
爲
誰
。

曰
、
柳
瀬
三
之
助
。

埼
玉
郡
人
。

樸
茂
勉
學
、
人
期
其
有
成
。

辛
巳
四
月
七
日
、
病
歿
麗
和
病
院
。

年
十
九
。

曰
、
大
塚
敎
行
。

舊
笠
間
藩
士
。

聡
敏
而
篤
摯
、
夙
以
文
章
稱
。
最
為
衆
所
推
。

三
月
某
日
、
疾
作
、
六
月
十
日
歿
黌
舎
。

年
二
十
三
。

自
初
疾
、
至
死
、
交
友
看
護
靡
不
至
。

亦
可
以
見
其
為
人
。

曰
、
松
本
與
近
。

舊
川
越
藩
士
。

爲
人
温
厚
、
善
數
術
。

八
月
二
十
九
日
、
病
歿
于
家
。

少
教
行
、
一
歳
。

銘
曰
、

形
魄
歸
地

魂
豈
無
知
。

形
藏
各
地

魂
尚
樂
茲
。

親
朋
祭
爾

來
饗
來
嬉
。
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明
治
十
五
年
龍
集
壬
午
五
月

埼
玉
縣
中
學
師
範
生
岡
本
定
撰
。

埼
玉
縣
十
等
屬
藤
澤
雄
風
書
。

長
谷
川
慶
次
郎
鐫
。

●
訓
訳

埼
玉
縣
中
學
師
範
學
校
長
補
木
原
元
禮
篆
額
。

嗚
呼
、
三
子
逝
け
り
。

ゆ

切
に
之
を
諰
ふ
も
、
言
復
た
聞
く
べ
か
ら
ず
。

お
も

吾
が

儕

、
將
に
何
を
以
て
德
に
進
み
業
を
成
さ
ん
と
す
る
や
。

と
も
が
ら

吾
が
儕
と
三
子
と
は
、
明
治
己
卯
を
以
て
、
本
縣
中
學
師
範
科
の
募
に
應
じ
、
試
に
就
き
て
、
選
に
中あた

る
。

同
窓
切
劘
、
親
は
骨
肉
を
過
ぎ
、
相
ひ
勗
む
る
に
道
義
を
以
て
し
、
出
入
起
居
、
與
に
倶
に
せ
ざ
る
は

つ
と

な
し
。

而
し
て
今
已
め
り
。
悲
し
い
か
な
。

や

衆
泣
き
、
相
ひ
謂
ひ
て
曰
く
、

三
子
既
に
各
々
其
の
郷
に
歸
葬
せ
り
。

惟
だ
其
の
好
學
の
篤
き
、
交
情
の
切
な
る
、
佗
人
の
得
る
所
に
非
ざ
る
な
り
。

而
し
て
其
の
神
を
比
び
念
ふ
に
、
或
ひ
は
將
に
風
霜
を
伴
ひ
、
落
月
を
戀
ひ
、
寒
煙
衰
草
の
間
に
彷
徨

な
ら

し
て
、
去
る
能
わ
ざ
ら
ん
か
、
と
。

乃
ち
議
す
、

碑
を
麗
和
公
園
に
建
て
、
其
の
靈
を
慰
し
、
以
て
追
慕
の
心
を
伸
ば
さ
ん
こ
と
を
。

是
に
お
い
て
、
教
員
校
吏
校
友
諸
子
、
聞
き
て
之
を
義
と
し
、
各
々
金
若
干
を
寄
せ
、
以
て
其
の
費
を
助

く
。

三
子
は
誰
た
る
か
。

曰
く
、
柳
瀬
三
之
助
。

埼
玉
郡
の
人
。

樸
茂
勉
學
、
人
其
の
成
る
有
る
を
期
す
。

辛
巳
四
月
七
日
、
病
み
て
麗
和
病
院
に
歿
す
。

年
十
九
な
り
。

曰
く
、
大
塚
敎
行
。

舊
笠
間
藩
士
。

聡
敏
に
し
て
篤
摯
、
夙
に
文
章
を
以
て
稱
せ
ら
る
。
最
も
衆
の
推
す
所
と
な
る
。

三
月
某
日
、
疾
作
り
、
六
月
十
日
、
黌
舎
に
歿
す
。

年
二
十
三
。

初
め
て
疾
み
て
よ
り
、
死
に
至
る
ま
で
、
交
友
看
護
し
て
至
ら
ざ
る
な
し
。

亦
た
其
の
人
と
な
り
を
見
る
べ
し
。

曰
く
、
松
本
與
近
。

舊
川
越
藩
士
。

人
と
な
り
温
厚
に
し
て
、
數
術
に
善
し
。

八
月
二
十
九
日
、
病
み
て
家
に
歿
す
。
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教
行
よ
り
少
き
こ
と
、
一
歳
な
り
。

銘
に
曰
く
、

形
魄
は
地
に
歸
る

魂
は
豈
に
知
無
か
ら
ん
や
。

形
は
各
地
に
藏
す

魂
尚
ほ
茲
に
樂
し
む
。

親
朋
爾
を
祭
す

來
り
て
饗
せ
よ
來
り
て
嬉
せ
よ
。

明
治
十
五
年
龍
集
壬
午
五
月
、

埼
玉
縣
中
學
師
範
生
岡
本
定
撰
す
。

埼
玉
縣
十
等
屬
藤
澤
雄
風
書
す
。

長
谷
川
慶
次
郎
鐫
す
。

●
人
物

○
木
原
元
礼

文
政
七
（
一
八
二
九
）
年
か
ら
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
。
諱
は
元
礼
、
字
は
節
夫
、

号
老
谷
。
土
浦
藩
士
の
子
と
し
て
生
ま
れ
る
。
昌
平
黌
に
入
学
し
、
藤
野
海
南
、
岡
鹿
門
、
重
野
成
斎
な

ど
と
同
学
研
鑽
し
た
。
帰
藩
し
て
、
藩
の
文
学
と
な
る
。
維
新
後
、
修
史
局
に
つ
と
め
る
が
病
で
辞
任
。

明
治
十
三
（
一
八
八
○
）
年
、
県
令
白
根
多
助
の
招
聘
で
、
埼
玉
中
学
師
範
学
校
長
補
と
な
り
、
同
十
五

（
一
八
八
二
）
年
に
、
埼
玉
県
師
範
学
校
と
変
わ
っ
た
学
校
の
校
長
と
な
る
。
著
に
、
死
後
に
編
纂
さ
れ

た
「
老
谷
遺
稿
」
が
あ
る
。
重
野
成
斎
に
よ
る
「
墓
碑
銘
」
が
あ
る
。

○
柳
瀬
三
之
助
、
大
塚
敎
行
、
松
本
與
近
、
碑
文
以
外
の
情
報
は
無
い
。

○
岡
本
定

埼
玉
県
立
文
書
館
所
蔵
史
料
に
、
明
治
期
に
中
学
校
に
任
用
さ
れ
た
「
岡
本
定
」
の
名
前
が

見
え
る
。
こ
の
「
岡
本
定
」
が
碑
文
の
撰
者
だ
と
す
る
と
、
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
九
月
の
児
玉
郡

賀
美
郡
那
珂
郡
榛
沢
郡
公
立
児
玉
中
学
校
長
兼
教
諭
か
ら
、
同
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
五
月
の
川
越
中

学
校
教
諭
ま
で
の
任
用
が
確
認
で
き
る
。

○
藤
沢
雄
風

不
詳
。
好
古
社
編
「
好
古
類
纂
」
と
い
う
明
治
三
十
五
年
刊
の
書
籍
に
、「
東
海
談
抄
録(

篠

崎
維
章
著

藤
沢
雄
風
編)

」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
あ
る
い
は
彼
か
。
篠
崎
維
章
は
、
号
東
海

(

一
六

八
六
～
一
七
三
九
）
。
儒
者
だ
が
日
本
の
古
典
籍
や
有
職
故
実
に
も
詳
し
か
っ
た
。
こ
の
書
は
、
篠
崎
の

主
著
で
あ
る
「
東
海
談
」
の
抄
録
の
よ
う
で
あ
る
。

○
長
谷
川
慶
次
郎

不
詳
。

●
注

○
進
德
成
業

進
德
と
は
、
徳
目
を
備
え
た
人
格
に
な
る
こ
と
で
、
成
業
は
、
学
業
な
ど
自
ら
の
な
す
べ

き
事
業
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
。「
周
易
」
乾
文
言
伝
に
「
子
曰
、
君
子
進
德
脩
業
」
と
あ
る
。

○
吾
儕

わ
れ
わ
れ
。

○
明
治
己
卯

十
二
年
、
西
暦
一
八
七
九
年
。

○
本
縣
中
學
師
範
科
之
募

「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
如
く
、
中
学
師
範
科
の
第
一
期
で
あ
ろ
う
。
第
一

期
生
と
も
な
れ
ば
、
そ
の
意
欲
や
同
級
生
と
の
つ
な
が
り
も
、
こ
と
さ
ら
に
強
い
も
の
が
あ
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
。

○
切
劘

こ
す
り
み
が
く
。
転
じ
て
、
学
徳
を
磨
き
修
め
る
こ
と
。
ま
た
朋
友
た
が
い
に
励
ま
し
合
う
こ

と
。
切
磋
琢
磨
。

○
勗

励
ま
し
努
め
る
。

○
道
義

人
の
行
う
べ
き
正
し
い
道
。

○
出
入

出
た
り
入
っ
た
り
。
こ
こ
で
は
校
舎
に
入
っ
て
の
勉
学
学
業
と
い
う
公
的
活
動
と
、
校
舎
を
出



- 7 -

て
か
ら
の
私
的
な
活
動
。

○
起
居

起
き
上
が
っ
た
と
き
と
座
っ
て
い
る
と
き
。
日
常
生
活
。

○
已

完
全
に
終
わ
る
。
三
子
と
の
生
活
が
も
は
や
二
度
と
送
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
を
言
う
か
。

○
比
念

熟
語
は
な
い
が
、
寄
り
添
い
思
う
。
あ
る
い
は
「
比
」
は
こ
の
ご
ろ
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、「

比
こ
の
ご
ろ

其
の
神
を
念
ふ
に
」
と
な
る
。

○
風
霜

風
と
霜
。
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
。

○
落
月

西
に
傾
き
沈
み
か
か
っ
た
月
。

○
寒
煙

さ
び
し
げ
な
霞
や
も
や
。

○
衰
草

枯
れ
か
か
っ
た
草
。

○
麗
和
公
園

麗
和
は
浦
和
の
美
称
。
浦
和
公
園
。
今
の
調
公
園
。

○
諸
子

目
下
の
も
の
へ
の
呼
び
か
け
に
用
い
る
が
、
こ
こ
で
は
い
ろ
い
ろ
な
、
各
界
の
方
々
く
ら
い
で

は
な
い
か
。

○
埼
玉
郡

武
蔵
国
東
部
地
域
を
占
め
る
。
今
の
熊
谷
市
・
加
須
市
・
久
喜
市
・
草
加
市
な
ど
が
含
ま
れ

る
。

○
撲
茂

す
な
お
で
人
情
が
あ
つ
い
こ
と
。
朴
茂
。

○
勉
學

つ
と
め
ま
な
ぶ
。
学
問
を
は
げ
む
。

○
有
成

大
成
す
る
。

○
辛
巳

明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
。

○
麗
和
病
院

埼
玉
県
立
病
院
の
こ
と
だ
ろ
う
。
県
立
病
院
に
つ
い
て
概
略
を
述
べ
れ
ば
、
県
令
白
根
多

助
の
希
望
で
開
設
さ
れ
た
埼
玉
県
医
学
校
は
、
診
療
所
を
併
設
し
て
い
た
。
し
か
し
、
明
治
十
二
年
に
医

学
校
が
廃
校
に
な
る
と
、
診
療
所
は
県
立
病
院
と
し
て
、
浦
和
と
熊
谷
に
新
発
足
し
た
。
し
か
し
、
赤
字

累
積
な
ど
に
よ
り
、
同
二
十
三
年
に
廃
止
と
な
っ
た
。
こ
の
浦
和
に
あ
っ
た
県
立
病
院
が
、
こ
こ
に
言
う

麗
和
病
院
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
図
２
地
図
参
照
）。

○
笠
間
藩

常
陸
の
国
に
あ
っ
た
藩
。
幕
末
は
譜
代
牧
野
氏
で
八
万
石
。

○
聡
敏

か
し
こ
く
道
理
に
通
じ
て
い
る
。

○
篤
摯

親
切
で
ま
じ
め
な
こ
と
。

○
黌
舎

ま
な
び
や
。

○
川
越
藩

武
蔵
国
一
の
大
藩
。
藩
庁
は
川
越
城
。
江
戸
後
期
は
親
藩
松
平
家
十
五
万
石
だ
っ
た
が
、
幕

末
維
新
期
は
譜
代
松
平
家
八
万
石
。

○
銘

碑
文
の
本
体
と
い
え
る
銘
文
。
韻
文
で
書
か
れ
、
こ
れ
以
前
の
散
文
の
記
は
、
い
わ
ば
そ
の
序
文
。

四
字
句
が
多
い
。
こ
こ
で
は
、「
知
」「
茲
」「
嬉
」
が
押
韻
。

○
形

人
間
の
肉
体
。
死
ぬ
と
大
地
に
帰
す
と
考
え
ら
れ
た
。

○
魄

人
間
の
霊
魂
の
う
ち
、
肉
体
を
司
る
も
の
。
死
ぬ
と
形
と
と
も
に
大
地
に
帰
す
と
考
え
ら
れ
た
。

虎
の
魄
が
、
虎
魄
（
琥
珀
）。

○
魂

人
間
の
霊
魂
の
う
ち
、
精
神
を
司
る
も
の
。
死
ぬ
と
肉
体
か
ら
離
れ
、
天
に
昇
る
と
考
え
ら
れ
た
。

た
だ
し
、
正
し
く
祀
ら
れ
な
い
と
、
こ
の
世
を
さ
ま
よ
う
「
幽
鬼
」
と
も
な
る
と
さ
れ
た
。

○
嬉

漢
文
的
に
は
、
遊
び
戯
れ
る
。
た
の
し
む
。
日
本
の
中
世
以
降
で
は
、
心
に
喜
び
を
感
じ
る
、
う

れ
し
い
。
こ
こ
は
た
の
し
め
、
か
よ
ろ
こ
べ
か
。

○
龍
集

一
年
。
…
…
の
年
。

○
十
等
屬

県
官
の
職
位
か
。
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●
口
語
訳

埼
玉
県
中
学
師
範
学
校
長
補
の
木
原
元
礼
が
篆
額
を
書
い
た
。

【
三
子
が
永
遠
の
別
れ
を
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
】

あ
あ
、
三
子
は
逝
っ
て
し
ま
っ
た
。

心
か
ら
彼
等
の
こ
と
を
思
う
も
の
の
、
も
う
二
度
と
、
そ
の
声
を
聞
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

残
さ
れ
た
私
達
は
、
い
っ
た
い
誰
と
倶
に
徳
に
進
み
学
業
を
成
就
さ
せ
れ
ば
よ
い
の
か
。

【
三
子
と
の
豊
か
な
関
係
】

私
達
と
三
子
と
は
、
明
治
十
二
年
に
、
は
じ
め
て
の
埼
玉
県
中
学
師
範
学
校
の
生
徒
募
集
に
応
募
し
、

試
験
を
受
け
、
合
格
し
た
も
の
た
ち
で
あ
る
。

以
来
、
同
窓
生
と
し
て
切
磋
琢
磨
し
、
そ
の
親
し
む
こ
と
は
親
族
以
上
で
あ
り
、
道
義
の
道
を
進
む
こ

と
を
も
っ
て
お
互
い
に
励
ま
し
合
い
、
学
校
で
も
勉
学
で
も
、
同
学
と
し
て
の
交
わ
り
で
も
、
い
つ
も
一

緒
で
と
も
に
し
な
い
こ
と
は
な
か
っ
た
。

【
突
然
の
別
れ
】

そ
れ
が
今
や
ま
っ
た
く
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
な
ん
と
悲
し
い
こ
と
か
。

【
三
子
追
悼
の
思
い
と
建
碑
】

残
さ
れ
た
私
達
は
、
泣
く
泣
く
相
談
を
し
た
。

三
子
の
遺
体
は
既
に
故
郷
に
帰
り
埋
葬
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
私
達
と
彼
等
と
の
間
に
つ
ち
か
っ
た
、
と
も
に
学
問
を
好
む
こ
と
に
お
け
る
手
厚
さ
と
、
深

切
な
る
友
情
の
交
わ
り
と
い
う
も
の
は
、
他
の
人
々
が
介
在
す
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

ま
し
て
、
彼
等
の
魂
を
寄
り
添
い
想
起
す
る
に
、
（
本
来
故
郷
へ
帰
る
べ
き
な
の
に
、
こ
の
浦
和
の
師
範

学
校
や
私
達
に
未
練
が
あ
る
た
め
、
）
あ
る
い
は
風
霜
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
、
沈
み
か
か
っ
た
寂
し
げ
な

月
を
眺
め
、
寒
々
と
し
た
靄
や
枯
れ
か
か
っ
た
草
の
間
で
、
よ
り
ど
こ
ろ
も
な
く
さ
ま
よ
い
、
こ
の
地
か

ら
去
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
石
碑
を
麗
和
公
園
に
建
て
て
、
三
子
の
霊
を
慰
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
私
達
の
彼
等
を
追
慕
す

る
心
を
伸
び
ひ
ろ
げ
て
は
ど
う
か
、
と
。

か
く
し
て
（
建
碑
を
提
起
し
た
と
こ
ろ
）
、
師
範
学
校
の
教
員
や
職
員
た
ち
、
さ
ら
に
交
際
の
あ
っ
た

友
人
や
各
界
の
方
々
が
、
こ
の
挙
を
「
義
」
と
し
て
お
の
お
の
若
干
の
寄
付
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
、
建
碑

の
費
用
を
助
け
て
い
た
だ
い
た
。

【
三
子
の
紹
介
】

こ
こ
に
祀
る
三
子
と
は
だ
れ
か

ひ
と
り
は
、
柳
瀬
三
之
助
君
。

君
は
、
埼
玉
郡
の
人
。
朴
訥
素
直
で
人
情
に
厚
く
、
勉
学
に
励
ん
で
止
ま
な
か
っ
た
。
人
々
は
き
っ
と

大
成
す
る
だ
ろ
う
と
期
待
し
て
い
た
。

そ
れ
が
、
入
学
三
年
後
の
明
治
十
四
年
四
月
七
日
、
病
気
に
な
り
、
埼
玉
県
立
病
院
で
病
没
し
た
。
享

年
、
十
九
歳
で
あ
っ
た
。

ひ
と
り
は
、
大
塚
教
行
君
。

君
は
、
も
と
笠
間
藩
の
藩
士
。
か
し
こ
く
道
理
に
通
じ
て
い
て
、
親
切
で
真
面
目
で
あ
っ
た
。
は
や
く

か
ら
文
章
を
書
く
こ
と
に
長
け
て
お
り
、
賞
賛
さ
れ
て
い
た
。
も
っ
と
も
衆
望
を
集
め
て
お
り
、
期
待
が

高
か
っ
た
。
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そ
れ
が
、
同
年
三
月
某
日
、
発
病
、
六
月
十
日
、
師
範
学
校
の
校
舎
で
亡
く
な
っ
た
。
享
年
二
十
三
歳

で
あ
っ
た
。

発
病
し
て
か
ら
没
す
る
ま
で
の
間
、
交
友
み
ん
な
が
代
わ
る
代
わ
る
看
護
し
て
、
励
ま
し
た
。
そ
こ
か

ら
、
人
望
が
厚
か
っ
た
君
の
人
と
な
り
を
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ひ
と
り
は
、
松
本
與
近
君
。

君
は
、
も
と
川
越
藩
の
藩
士
。
ひ
と
と
な
り
温
厚
で
、
数
学
を
善
く
し
た
。

八
月
二
十
九
日
、
病
を
得
て
、
自
宅
で
逝
去
し
た
。

大
塚
君
よ
り
、
一
歳
の
年
少
で
あ
っ
た
。

【
銘
】

銘
文肉

体
と
魄
は
大
地
に
帰
る
が
、
魂
は
ど
う
な
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
。

骸
は
そ
れ
ぞ
れ
の
故
郷
に
葬
ら
れ
た
が
、
魂
は
今
も
尚
お
、
こ
の
師
範
学
校
の
地
で
楽
し
ん
で
い
る
の

で
は
な
い
か
。

わ
れ
わ
れ
と
も
が
ら
が
あ
な
た
た
ち
を
お
祀
り
し
ま
す
、ど
う
か
来
臨
し
て
祀
り
を
受
け
て
く
だ
さ
い
、

ど
う
か
来
臨
し
て
、
わ
れ
わ
れ
と
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
記
録
】

明
治
十
五
年
、
壬
午
の
年
の
五
月
、

埼
玉
県
中
学
師
範
生
で
あ
る
岡
本
定
が
撰
文
し
た
。

埼
玉
県
十
等
属
で
あ
る
藤
沢
雄
風
が
揮
毫
し
た
。

長
谷
川
慶
次
郎
が
鐫
刻
し
た
。

（
裏
面
）

■
翻
刻

師
範
生
連
名

柿
澤
玉
城

杉
山
文
悟

高
篠
三
四
郎

内
田
林
平

鈴
形
悌
三
郎

島
甲
子
二

岡
本
定

佐
々
木
英
寛

尾
形
渡
一

木
原
守
三
郎

奥
山
銀
朔

新
藤
駒
次
郎

新
井
周
吉

杉
本
千
三
郎

石
川
和
助

山
内
菊
之
助

齋
藤
竹
次

西
村
正
三
郎

河
合
鋠
太
郎

山
田
米
太
郎

山
田
源
次
郎

伊
原
真
次
郎

清
水
精
三
郎

古
市
熊
三

關

丹
平

古
田
房
吉

平
田
芳
太
郎

植
村
善
作

●
語
注



- 10 -

○
柿
澤
玉
城

「
埼
玉
大
学
同
窓
会
（
教
友
会
）
」
名
簿
＊

（
以
下
「
名
簿
」
）
「
明
治
十
六
年
高
等
科
卒

業
」
に
そ
の
名
が
見
え
る
。

○
高
篠
三
四
郎

「
名
簿
」「
明
治
十
六
年
高
等
科
卒
業
」
に
、
そ
の
名
が
見
え
る
。

○
奥
山
銀
朔

「
名
簿
」「
明
治
九
年
小
学
師
範
科
卒
業
」
に
、
そ
の
名
見
え
る
。

○
關
丹
平

「
名
簿
」「
明
治
十
六
年
高
等
科
卒
業
」
に
、
そ
の
名
が
見
え
る
。

＊
こ
こ
に
は
、
卒
業
者
全
員
の
名
前
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
「
逝
去
者
」
の
欄
の
み
あ
り
、
逝
去
が
同
窓

会
に
届
け
出
ら
れ
た
者
の
名
前
の
み
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
．
主
な
参
考
文
献

①
翻
刻

・
浦
和
市
郷
土
文
化
会
編
『
浦
和
の
石
ぶ
み
』（
浦
和
市
郷
土
文
化
会
、
一
九
八
七
）

②
師
範
学
校
関
係

・
埼
玉
県
教
育
委
員
会
『
埼
玉
県
教
育
史

第
三
巻
』（
埼
玉
県
教
育
委
員
会
、
一
九
七
○
）

・
埼
玉
大
学
教
育
学
部
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
百
年
史
』（
百
年
史
刊
行
会
、
一
九
七
六
）

・
埼
玉
大
学
教
育
学
部
同
窓
会
（
教
友
会
）
事
務
局
『
会
員
名
簿
（
平
成
二
八
年
版
）
』（
二
○
一
九
）以

上

二
○
二
三
年
七
月

薄
井
俊
二
訳
す


